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1 6年度研究テーマ

15-3-12 :バイオミメティック繊維の意IJ成

ABSTRACT 

Using the sulfonium grOlψs to create a novel fiber material， methionine-containing hybrid fibers were 

prepared斤'Om S-methy/ated po/y(L-methionine) and po/y(L・/ysine， L-methioninりso/utions with gellan 

so/ution by polyion comp/ex伊'IC) formation via selJこassemb/y at the aqueoωinteゆce. The 

breaking strαin of the P IC fibers we陀increased by inco中oration of methionine residues into the 

po/y(L-/ysine). These findings mのprovide a new approach for preparing α wool-like fiber in 

aqueous media using the synthetic water-solub/e methionine-containing po/y(amino acid)s 

研究目的
水のみを溶媒に使用する新コンセプトによるハイブリッド繊維の創成方法として提案して以来、 天

然および修飾多糖、 タンパク質関連化合物、 ビ司ニルポリマーなどの水溶性高分子電解質を用いて自己

電荷対形成による多目的天然高分子複合繊維について一連の研究を報告してきた。 この水系での新素

材の創成のコンセプトは海洋関連新素材の開発に直結している。 水系での高分子形成は生体内の細胞

が種々の有用な高分子材料(例えば、 天然繊維、 皮革および膜など)を生合成するプロセスに部分的

に類似している。 我々の新コンセプトを拡張し、 種々のバイオミメティックな繊維を創製する。

一年間の研究内容と成果

1. バイオミメチック繊維の創製
a 蚕が生合成する絹

内-r一∞長
tCH，h (CH3)oSO. 

(-NH-fH-CO託ート?"一∞付
(Ct-t.12 (C均).

b 羊が生合成する羊毛 (右図1，2)
c 海洋付着イガイの足糸様繊維

2. 繊維特性

a モノフィラメントの紡糸方法

b 繊維強度、 結節強度の評価

c 異なる染色方法による染色特性の評価

展望

本研究において取り扱う天然高分子と水とから構

成される系は、 生態系の物質科学そのものであり、

自然環境における分解・生合成サイクルの一環であ

る。 この事は、 今後の工業製品開発指針の規範とな

り得る。 PIC繊維形成を水系界面で巧みにデザイン

し、 天然高分子の資源化とともに、 ポリペプチドな

どの関連化合物を利用する新繊維素材を創成する研

究は、 21世紀の繊維生産工業・市場、 高分子材料化

学、 および、 地球環境科学の立場から、 大変意義深

いと考えている。
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図l カチオン性含硫ポリアミノ酸の合成

図2. 羊毛織含硫ポリアミノ酸複合繊維


